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国
家
百
年
の
計
は
人
材
育
成
に
あ
り

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長　
　

河　

田　

悌　

一

年

頭

所

感

新
し
き
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
世
界
的
な
異
常
気
象
、
国
際
的
に
は
日
中
・
日
韓
関

係
の
悪
化
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
”イ
ス
ラ
ム
国
“
の
脅
威
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
人
気
低
迷
等
な
ど

―
―
が
露
呈
。
わ
が
国
の
存
在
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
問
わ
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
少
子
化
の
進
む
わ
が
国
で
は
、
経

済
を
再
生
し
、
国
際
的
な
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
改
革
が
、
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
第
二
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
平
成
25
年
〜
29
年
度
）
で

は
、
⑴
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養
成
、
⑵
未
来
へ
の
飛
躍
を
実

現
す
る
人
材
の
養
成
、⑶
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
、

⑷
絆き

ず
なづ
く
り
と
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
と
い
う
今

後
の
教
育
行
政
の
四
つ
の
「
基
本
的
方
向
性
」
が
、
明
確
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、大
学
に
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
強
化
」、「
個

性
・
特
色
を
生
か
し
た
教
育
研
究
の
活
性
化
」、「
財
政
基
盤
の

確
立
」
な
ど
、
こ
の
基
本
的
方
向
性
を
支
え
る
教
育
と
研
究
の

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
助
成
業
務
と
し
て
の
、
①
補
助
事
業
で
は
、
一

昨
年
か
ら
、
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
、

私
立
大
学
の
質
的
充
実
に
向
け
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
大

学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

②
貸
付
事
業
で
は
、
安
全
・
安
心
の
学
び
の
た
め
、
私
立
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
、
校
舎
・
園
舎
の
建
替
事
業
や

耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
対
す
る
長
期
低
利
融
資
を
引
き
続
き
進

め
て
い
ま
す
。

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
毎
年
、
好
評
を
え
て

い
る「
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」や「
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」を
、

本
年
も
続
け
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
６
日
、「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）」
を
国

公
立
大
学
に
先
が
け
て
、
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。「
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
と
は
、
国
公
私
立
大
学
の
基
礎
情
報
や
取
り

組
み
に
関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
公
表
す
る
新
た
な
仕
組
み
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
、
各
大
学
が
公
的
な
教
育
機
関
と
し
て
の
説
明
責
任

と
教
育
の
質
の
保
証
・
向
上
を
果
た
す
た
め
、
そ
の
支
援
方
策

と
し
て
教
育
情
報
の
活
用
・
公
表
の
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。ま

た
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
学
校
法
人
会
計

基
準
の
改
正
」
に
伴
う
見
直
し
な
ど
の
準
備
も
進
め
て
お
り
ま

す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

少
子
化
・
高
齢
化
の
影
響
は
年
金
一
元
化
等
、
社
会
保
障
制

度
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
共
済
業
務
と
し
て
の
、
①
短
期
給
付

事
業
で
は
、
医
療
費
の
適
正
化
に
資
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
１

日
診
療
分
か
ら
一
部
負
担
金
払
戻
金
及
び
家
族
療
養
費
付
加
金

等
の
自
己
負
担
限
度
額
を
、
２
万
円
か
ら
２
万
５
千
円
に
改
定

い
た
し
ま
し
た
。

②
長
期
給
付
事
業
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
は
、
私
学
教
職
員

も
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
決
定
。
廃
止
さ
れ
る
職

域
部
分
に
代
わ
る
新
３
階
年
金
「
退
職
等
年
金
給
付
」
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
被
用
者
年
金
一
元
化
へ
の
対
応
は
、
私
学
共
済
制
度

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
私
学
関
係
諸
団
体
、
文
部
科
学
省
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
周
到
な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
福
祉
事
業
で
は
、
財
政
等
の
負
担
を
検
証
し
た
上
で
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
、
相
談
事
業
の
創
設
及
び
人
間
ド
ッ
ク
利
用

費
用
補
助
事
業
、
永
年
勤
続
加
入
者
直
営
施
設
利
用
優
待
券
贈

呈
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
保
健
事
業
の
適
正
化
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

中
国
の
古
典
の
『
管か

ん

子し

』
に
は
、「
三さ

ん

樹じ
ゅ

の
教
え
」
と
し
て

有
名
な
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

一
年
の
計
は
穀
を
樹
（
う
）
う
る
に
如
（
し
）
く
は
な
し
。

　

十
年
の
計
は
木
を
樹
（
う
）
う
る
に
如
（
し
）
く
は
な
し
。

　

終
身
の
計
は
人
を
樹
（
う
）
う
る
に
如
（
し
）
く
は
な
し
。

終
身
の
計
、
つ
ま
り
「
国
家
百
年
の
計
は
人
材
育
成
に
あ
る
」

と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

各
私
立
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
は
こ
の
言
葉
を
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
地
域
の
た
め
、
日
本
の
た
め
、
そ
し
て
世

界
の
た
め
の
人
材
育
成
に
お
励
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
上
な

き
幸
せ
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

私
学
の
拠
点
と
し
て
私
ど
も
私
学
事
業
団
は
、
本
年
も
、
私

学
の
将
来
を
見
据
え
、
助
成
、
共
済
の
両
業
務
を
通
じ
、
私
学

と
私
学
に
お
勤
め
の
皆
様
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、
役
職

員
一
同
、
業
務
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

し
て
年
初
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



平成 2 7 年 1 月 1 日　第 2 0 5 号

3

助
成
業
務

１　

は
じ
め
に

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26

年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立
高
等

学
校
の
入
学
志
願
動
向
を
集
計
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
25
年
度
と
26
年
度
の
志
願
倍

率
（
志
願
者
数
／
入
学
定
員
）
と
入
学
定
員

充
足
率
（
入
学
者
数
／
入
学
定
員
）
の
状
況

を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
男
女
校
種
別
の
動

向
、
規
模
別
の
動
向
及
び
最
近
10
年
間
の
入

学
定
員
の
充
足
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し

た
。な

お
、
通
信
教
育
と
学
生
募
集
を
停
止
し

た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

２　

私
立
高
等
学
校
の
概
況
（
表
１
）

26
年
度
の
集
計
学
校
数
は
１
２
８
４
校

で
、
前
年
度
よ
り
５
校
増
加
し
、
集
計
さ
れ

た
入
学
定
員
は
約
41
万
人
で
、
前
年
度
よ
り

６
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
が
約
１
万
４

０
０
０
人
、
受
験
者
数
が
約
１
万
４
２
０
０

人
、
入
学
者
数
は
約
４
２
０
０
人
増
加
し
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率
は
85
・

05
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
89
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
ま
し
た
。

●
男
女
校
種
別
の
動
向
（
表
２
）

26
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子
校
、

合
格
率
は
女
子
校
、
共
学
校
、
男
子
校
、
入

学
定
員
充
足
率
は
共
学
校
、
男
子
校
、
女
子

校
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
序
は
17
年

度
以
降
一
度
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
歩
留
率
は
男
子
校
、
女
子
校
、
共
学
校

の
順
と
な
り
、
男
子
校
と
女
子
校
が
逆
転
し

ま
し
た
。

集
計
学
校
数
を
17
年
度
と
比
較
す
る
と
、

男
子
校
は
30
校
、
女
子
校
は
42
校
減
少
し
た

の
に
対
し
、共
学
校
は
99
校
増
加
し
て
お
り
、

男
子
校
、
女
子
校
か
ら
共
学
校
化
す
る
傾
向

が
読
み
取
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度　

私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向

表１　私立高等学校の概況
区　分 25年度 26年度 増　減

集計学校数 1,279校 1,284校 5校

入　学　定　員 409,610人 410,210人 600人
（0.1%）

志　願　者 1,158,036人 1,171,989人 13,953人
（1.2%）

受　験　者 1,136,033人 1,150,202人 14,169人
（1.2%）

合　格　者 1,045,197人 1,053,231人 8,034人
（0.8%）

入　学　者 344,726人 348,879人 4,153人
（1.2%）

志　願　倍　率 2.83倍 2.86倍 0.03ポイント
合　格　率 92.00% 91.57% △0.43ポイント
歩　留　率 32.98% 33.12% 0.14ポイント

入学定員充足率 84.16% 85.05% 0.89ポイント
※ 志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表２　男女校種別の動向

男女校
種　別 年　度 集　計

学校数
入学定員
A

志願者数
B

受験者数
C

合格者数
D

入学者数
E

推薦者数
F

志願倍率
B/A

受験率
C/B

合格率
D/C

歩留率
E/D

推薦割合
F/E

入学定員
充足率
E/A

男子校
校 人 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％ ％ ％

17年度 130 46,821 97,146 94,835 78,524 37,476 14,026 2.07 97.62 82.80 47.73 37.43 80.04 
18年度 122 43,561 88,997 86,357 70,239 34,374 12,377 2.04 97.03 81.34 48.94 36.01 78.91 
19年度 116 41,698 83,284 79,972 68,240 32,761 10,790 2.00 96.02 85.33 48.01 32.94 78.57 
20年度 110 37,938 72,424 70,875 61,389 30,288 10,588 1.91 97.86 86.62 49.34 34.96 79.84 
21年度 112 39,208 74,451 72,749 61,693 30,167 10,451 1.90 97.71 84.80 48.90 34.64 76.94 
22年度 110 38,215 74,642 72,902 61,392 30,898 9,751 1.95 97.67 84.21 50.33 31.56 80.85 
23年度 113 38,582 76,210 73,582 62,635 32,125 11,338 1.98 96.55 85.12 51.29 35.29 83.26 
24年度 107 36,255 71,106 68,315 57,656 29,173 10,682 1.96 96.07 84.40 50.60 36.62 80.47 
25年度 106 36,127 68,180 66,214 56,372 29,261 10,742 1.89 97.12 85.14 51.91 36.71 80.99 
26年度 100 33,731 64,159 62,490 53,075 28,471 9,709 1.90 97.40 84.93 53.64 34.10 84.41 

女子校 17年度 315 94,203 140,692 138,154 130,140 60,307 26,073 1.49 98.20 94.20 46.34 43.23 64.02 
18年度 304 89,460 131,856 129,816 122,064 57,066 24,878 1.47 98.45 94.03 46.75 43.60 63.79 
19年度 305 89,293 132,493 130,497 121,927 58,019 24,178 1.48 98.49 93.43 47.59 41.67 64.98 
20年度 295 83,762 120,121 118,556 110,902 54,397 22,274 1.43 98.70 93.54 49.05 40.95 64.94 
21年度 293 81,048 111,230 110,060 103,038 52,981 22,245 1.37 98.95 93.62 51.42 41.99 65.37 
22年度 285 78,135 110,948 109,165 103,577 53,990 22,381 1.42 98.39 94.88 52.13 41.45 69.10 
23年度 283 77,061 104,906 103,744 98,726 52,311 22,349 1.36 98.89 95.16 52.99 42.72 67.88 
24年度 279 76,039 104,663 103,312 97,623 52,083 21,198 1.38 98.71 94.49 53.35 40.70 68.50 
25年度 274 74,227 100,260 99,138 93,876 50,235 19,713 1.35 98.88 94.69 53.51 39.24 67.68 
26年度 273 73,396 101,770 100,241 93,884 50,168 20,802 1.39 98.50 93.66 53.44 41.46 68.35 

共学校 17年度 812 289,619 938,268 918,774 830,017 241,271 89,537 3.24 97.92 90.34 29.07 37.11 83.31 
18年度 836 294,245 943,956 925,961 837,378 244,183 92,949 3.21 98.09 90.43 29.16 38.07 82.99 
19年度 845 292,414 934,088 913,727 818,928 244,439 87,142 3.19 97.82 89.63 29.85 35.65 83.59 
20年度 859 296,223 951,669 934,482 847,924 247,659 89,629 3.21 98.19 90.74 29.21 36.19 83.61 
21年度 868 293,853 938,649 918,885 832,277 243,741 85,704 3.19 97.89 90.57 29.29 35.16 82.95 
22年度 869 292,276 965,029 946,282 863,170 253,025 88,699 3.30 98.06 91.22 29.31 35.06 86.57 
23年度 885 294,451 952,961 931,290 857,107 252,175 88,384 3.24 97.73 92.03 29.42 35.05 85.64 
24年度 888 296,695 974,562 953,823 878,863 262,110 89,325 3.28 97.87 92.14 29.82 34.08 88.34 
25年度 899 299,256 989,596 970,681 894,949 265,230 89,430 3.31 98.09 92.20 29.64 33.72 88.63 
26年度 911 303,083 1,006,060 987,471 906,272 270,240 95,980 3.32 98.15 91.78 29.82 35.52 89.16 
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志
願
倍
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分
と
、

入
学
定
員
充
足
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分

と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
私
立
高
等
学
校
の
入
学
定
員
充
足
状
況

17
年
度
に
お
い
て
、
入
学
定
員
充
足
率
が

１
０
０
％
未
満
の
学
校
は
９
７
３
校
で
、
全

体
の
77
・
４
％
の
割
合
で
し
た
。
26
年
度
は

９
０
０
校
で
、
全
体
の
70
・
１
％
の
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。
15
歳
人
口
の
減
少
の
中
で

も
、
改
善
し
て
い
る
傾
向
が
読
み
取
れ
ま

す
。

●
規
模
別
の
動
向
（
表
３
）

26
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
、
１
校
当
た
り
の
入
学
定
員
が
８
０
０

人
以
上
１
０
０
０
人
未
満
の
学
校
で
、以
下
、

４
０
０
人
以
上
５
０
０
人
未
満
、
６
０
０
人

以
上
８
０
０
人
未
満
、
５
０
０
人
以
上
６
０

０
人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
学

定
員
充
足
率
が
最
も
高
い
の
は
、
３
０
０
人

以
上
４
０
０
人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、
２

０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
、
４
０
０
人
以

上
５
０
０
人
未
満
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
４
・
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表３　規模別の動向

1 校 当 た り
入学定員の区分 年度

集　計
学校数

入学定員
A

志願者
B

受験者
C

合格者
D

入学者
E

志願倍率
B/A

合格率
D/C

歩留率
E/D

入学定員
充足率
E/A

校 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％

100人未満
25 57 3,681 4,941 4,860 4,512 2,461 1.34 92.84 54.54 66.86 

26 58 3,693 5,458 5,384 4,820 2,638 1.48 89.52 54.73 71.43 

100人以上
200人未満

25 206 30,717 60,300 59,266 53,900 26,253 1.96 90.95 48.71 85.47 

26 213 31,867 63,132 62,118 57,066 26,912 1.98 91.87 47.16 84.45 

200人以上
300人未満

25 371 89,412 228,941 225,079 207,414 76,109 2.56 92.15 36.69 85.12 

26 367 88,630 228,539 224,687 205,935 76,633 2.58 91.65 37.21 86.46 

300人以上
400人未満

25 271 91,282 261,777 256,302 236,639 79,721 2.87 92.33 33.69 87.33 

26 275 92,727 274,924 269,632 245,813 83,149 2.96 91.17 33.83 89.67 

400人以上
500人未満

25 201 87,150 267,763 263,186 240,842 73,862 3.07 91.51 30.67 84.75 

26 199 86,358 271,749 267,303 244,193 74,391 3.15 91.35 30.46 86.14 

500人以上
600人未満

25 94 50,261 155,623 152,172 142,200 42,107 3.10 93.45 29.61 83.78 

26 94 50,478 152,210 149,141 137,700 40,806 3.02 92.33 29.63 80.84 

600人以上
800人未満

25 67 44,317 136,393 133,351 122,926 35,126 3.08 92.18 28.57 79.26 

26 65 42,867 130,635 127,448 118,209 34,480 3.05 92.75 29.17 80.43 

800人以上
1000人未満

25 9 7,810 28,681 28,437 24,155 6,103 3.67 84.94 25.27 78.14 

26 10 8,650 30,502 30,232 26,294 6,821 3.53 86.97 25.94 78.86 

1000人以上
25 3 4,980 13,617 13,380 12,609 2,984 2.73 94.24 23.67 59.92 

26 3 4,940 14,840 14,257 13,201 3,049 3.00 92.59 23.10 61.72 

合　計
25 1,279 409,610 1,158,036 1,136,033 1,045,197 344,726 2.83 92.00 32.98 84.16 
26 1,284 410,210 1,171,989 1,150,202 1,053,231 348,879 2.86 91.57 33.12 85.05 

※全国の高等学校を１校当たり入学定員の人数により区分した。

年　度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

100%以上の学校数 284 291 318 306 285 344 327 360 370 384

100%未満の学校数 973 971 948 958 988 920 954 914 909 900

(100%未満の割合） 77.4% 76.9% 74.9% 75.8% 77.6% 72.8% 74.5% 71.7% 71.1% 70.1%

合　計 1,257 1,262 1,266 1,264 1,273 1,264 1,281 1,274 1,279 1,284



平成 2 7 年 1 月 1 日　第 2 0 5 号

5

助
成
業
務

学
園
の
成
り
立
ち

　

函
館
大
妻
学
園
は
、
現
在
の
東
京
・
千
代

田
区
に
あ
る
大
妻
女
子
大
学
学
祖
の
大
妻
コ

タ
カ
先
生
か
ら
唯
一
の
分
校
と
承
認
さ
れ
、

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
創
設
者
外と

山や
ま

ハ

ツ
先
生
に
よ
り
、
函
館
大
妻
技
芸
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
自じ

戒か
い

自じ

律り
つ

の
精
神
を

意
味
す
る
、
校
訓
「
恥
を
知
れ
」
は
大
妻
学

院
と
同
じ
も
の
で
す
。
ハ
ツ
先
生
は
、
校
歌

や
校
章
な
ど
も
受
け
継
ぎ
、
分
校
と
し
て
コ

タ
カ
先
生
の
教
え
に
忠
実
に
、
函
館
大
妻
学

園
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

新
校
舎
建
設
に
当
た
っ
て

　

函
館
大
妻
学
園
は
、
平
成
25
年
９
月
に
創

立
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
あ
る
校
門
の
ゲ
ー
ト
の
設
置
、
新
校
舎
の

建
設
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
設
計
で
は
、
理
事
長
を
始
め
、

校
長
、
教
頭
、
事
務
長
に
加
え
主
幹
教
諭
、

学
科
長
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
忙
し

く
て
も
月
に
２
回
は
検
討
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
女
子
高
ら
し
く
、
お
し
ゃ
れ
な
仕
上

が
り
に
し
た
い
と
生
徒
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
先
生
方
は
一
丸
と
な
っ
て
生

徒
が
主
役
に
な
る
学
校
作
り
を
目
指
し
ま
し

た
。
先
生
方
の
提
案
や
希
望
を
ま
と
め
設
計

士
と
相
談
し
、
ま
た
先
生
方
に
提
示
す
る
、

こ
の
工
程
を
何
度
も
繰
り
返
し
行
う
こ
と

で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
も
、
す
ば
ら
し

い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

資
金
面
で
は
、
私
学
事
業
団
の
耐
震
改
築

事
業
に
対
す
る
長
期
低
利
融
資
を
利
用
し
、

西
野
理
事
長
の
迅
速
な
判
断
の
も
と
、
消
費

税
増
税
前
と
い
う
非
常
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
校
舎
建
設
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

ゲ
ー
ト
は
、
敷
地
内
に
い
く
つ
も
存
在
し

て
い
ま
す
。

　

校
門
の
ゲ
ー
ト
は
、
生
徒
た
ち
に

こ
の
学
校
で
３
年
間
を
過
ご
す
決
心

を
さ
せ
る
象
徴
で
す
。
ま
た
、
校
舎

の
入
り
口
に
あ
る
ゲ
ー
ト（
写
真
左
）

は
、
新
校
舎
で
１
日
を
充
実
さ
せ
て

過
ご
す
と
い
う
意
気
込
み
を
持
た
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
教
室
棟
の
ゲ
ー
ト

は
、
今
日
１
日
し
っ
か
り
勉
強
す
る

と
い
う
心
構
え
を
さ
せ
ま
す
。
校
内

で
は
、
校
舎
の
外
に
設
置
さ
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ゲ
ー
ト
か
ら
、
天
然
木
の

ゲ
ー
ト
へ
と
素
材
が
変
わ
り
、
柔
ら
か
な
印

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ー
ト
一
つ
一
つ
に
は
明
確

な
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
、
生
徒
に
自
覚
を
持

た
せ
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

校
舎
は
、
非
常
に
き
れ
い
で
明
る
く
、
お

し
ゃ
れ
。
こ
れ
が
第
一
印
象
で
し
た
。
単

に
、
新
築
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
校
舎
に

ゴ
ミ
が
ひ
と
つ
も
落
ち
て
い
な
い
、
ま
た
汚

れ
な
ど
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ツ
先
生
の

教
え
で
あ
る
「
１
日
３
回
の
掃
除
」
を
忠
実

に
守
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。
生
徒
の
掃
除
の

仕
方
は
、
先
生
方
も
驚
く
ほ
ど
丁
寧
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

廊
下
を
挟
ん
だ
両
側
の
教
室
は
、
壁
を
ガ

ラ
ス
張
り
に
し
て
、
北
と
南
両
側
か
ら
の
採

光
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
材
当
日
は
曇

り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
内
は
非
常
に
明

る
く
、
先
生
方
も
、
電
気
が
点
い
て
い
る
と

間
違
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、
教
室
の
黒
板
の
設
置
位
置
は
各
教

室
で
前
後
を
変
え
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

生
徒
が
ノ
ー
ト
を
取
る
と
き
に
自
分
の
手
で

影
を
作
ら
な
い
よ
う
、
陽
の
当
た
る
位
置
を

計
算
し
た
、
驚
く
ほ
ど
き
め
細
や
か
な
配
慮

か
ら
で
し
た
。

　

新
校
舎
作
り
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
外
山

ハ
ツ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」
は
、
生
徒
玄
関

を
入
る
と
す
ぐ
に
あ
り
ま
す
。

　

設
置
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
、
創
立

当
時
の
資
料
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

学
校
法
人　

函
館
大
妻
学
園

　

対
象
校　

函
館
大
妻
高
等
学
校

　

所
在
地　

北
海
道
函
館
市

　

対
象
事
業　

校
舎
鉄
筋
新
築

　

応
対
者　

校　

長　

池い
け

田だ　

延の
ぶ

己み

　
　
　
　
　

事
務
長　

砂す
な

田だ　

暁あ
き

　

学
校
法
人
函
館
大
妻
学
園
は
、
路
面

電
車
「
柏
木
町
電
停
」
か
ら
徒
歩
７
分
、

又
は
「
大
妻
高
校
前
バ
ス
停
」
か
ら
徒

歩
２
分
と
い
う
、
通
学
に
非
常
に
便
利

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
住
宅
街
を
抜
け

る
と
、
学
校
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
、

ど
っ
し
り
と
し
た
安
定
感
の
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ゲ
ー
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

新校舎とゲート

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

事
業
団
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介

掃除の行き届いた、気持ちのよい教室棟
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す
。
そ
こ
で
は
、
学
校
設
立
に
当
た
っ
て
の

ご
苦
労
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
今
な
お
、

学
校
に
携
わ
る
す
べ
て
の
方
に
活
力
を
与
え

る
発
信
源
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
え
て

こ
の
場
所
に
設
置
し
た
の
は
、
教
員
だ
け
で

は
な
く
、
生
徒
に
も
日
常
的
に
ハ
ツ
先
生
に

触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
で
、

陳
列
の
仕
方
な
ど
は
同
窓
生
か
ら
の
意
見
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。

時
間
に
よ
り
形
態
が
変
わ
る
食
堂

　

学
食
は
、
昼
休
み
以
外
は
、
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
終
了
す
る
と
、
食
事
の

受
け
渡
し
を
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
部
分
の
扉
を

閉
め
て
し
ま
う
た
め
、
厨
房
が
見
え
た
り
、

食
べ
物
の
臭
い
が
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
な

く
な
り
ま
す
。
女
子
校
と
い
う
こ
と
で
、
気

配
り
の
さ
れ
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
み
時
間
や
放
課
後
に
は
、
そ
こ
に
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
勉
強
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
と
活
用
し
て
い
ま
す
。
教
室
か

ら
職
員
室
に
続
く
廊
下
に
面
し
て
い
る
た

め
、
非
常
に
開
放
さ
れ
た
空
間
と
な
っ
て
お

り
、先
生
方
も
立
ち
寄
っ
て
話
を
し
た
り
と
、

交
流
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
の
育
成
と
生
徒
へ
の
伝
承

　

校
長
先
生
の
教
員
採
用
の
視
点
は
と
て
も

ユ
ニ
ー
ク
で
、
新
卒
よ
り
も
、
他
業
種
で
の

経
験
を
持
っ
た
人
材
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

企
業
で
の
勤
務
経
験
を
持
つ
教
員
が
、
学
校

全
体
の
活
力
源
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

校
長
先
生
は
、
次
の
三
つ
の
言
葉
を
、
年

頭
所
感
等
で
必
ず
お
話
し
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
私
学
人
た
れ
」

① 

生
徒
に
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
い
る
か
。

② 

去
年
と
同
じ
授
業
を
行
っ
て
い
な
い
か
。

③ 

公
立
と
同
じ
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
公
立
の
そ
の
他
に
過
ぎ
な
い
。

　

入
学
す
る
生
徒
は
毎
年
違
う
た
め
、
生
徒

た
ち
に
寄
り
添
い
、
そ
の
年
の
生
徒
た
ち
に

合
っ
た
教
育
方
法
を
考
え
て
こ
そ
、
私
学
の

特
性
で
あ
る
、
き
め
細
や
か
な
特
色
あ
る
教

育
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
信
念
が
教
員
一
人
一
人
に
伝
わ
っ
て
い

る
か
常
に
気
を
配
り
、
若
い
教
員
の
多
い
学

内
で
、
校
長
先
生
は
彼
ら
の
恩
師
で
も
あ
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

校
長
室
は
、
生
徒
や
教
員
誰
も
が
気
軽
に

訪
れ
る
よ
う
に
と
、
常
に
ド
ア
を
開
放
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
に
は
始
業
式
や
全
校
集

会
等
で
、
創
始
者
ハ
ツ
先
生
の
生
い
立
ち

か
ら
学
校
の
設
立
、
そ
の
後
の
ご
苦
労
な

ど
「
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
精
神
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
講
話
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ハ
ツ
先
生

は
、「
自
分
も
女
性
。
生
徒
も
女
性
。
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
み
ん
な
に

も
で
き
る
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」

と
の
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

校
訓
「
恥
を
知
れ
」
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
、

今
日
、
自
分
が
行
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
反

省
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
伝
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

建
学
の
精
神
「
良
妻
賢
母
」
の
原
点
で
あ

る
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
コ
ン
セ

プ
ト
の
木
の
ぬ
く
も
り
と
陽
の
光
が
あ
ふ
れ

る
校
舎
で
、
取
材
中
、
校
長
先
生
が
何
度
も

口
に
さ
れ
た
「
明
る
く
、
元
気
に
、
さ
わ
や

か
に
」、
生
徒
た
ち
が
輝
け
る
高
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

取
材
後
記

　

生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
は
、
と
て
も
生
き

生
き
と
し
、
は
っ
き
り
と
し
た
あ
い
さ
つ
の

声
か
ら
も
、
ハ
ツ
先
生
の
教
え
が
し
っ
か
り

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
校
内
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
に
満
た
さ
れ
、
応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
が
生
徒
に
つ
い
て
ま
る
で
我
が
子
の
よ

う
に
誇
ら
し
く
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特
に

印
象
深
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
時

間
に
わ
た
る
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
西

野
理
事
長
、
池
田
校
長
、
そ
し
て
、
砂
田
事

務
長
に
は
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
期
待
や
希

望
に
満
ち
溢
れ
、
ま
す
ま
す
力
強
く
前
進
し

て
い
く
学
校
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

 

【
取
材　

企
画
室
】

ハツ先生の思いを継承する
「外山ハツメモリアルホール」

いつも生徒の声でにぎやかな
学生食堂兼多目的ホール

完成を見て、生徒たちが歓声を
上げたお気に入りのスポット
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志
を
育
み
学
力
を
伸
ば
す

　

学
校
法
人
格
を
持
つ
私
立
学
校
は
、「
教

育
」
と
い
う
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
目
的

の
た
め
に
、設
立
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
目
的
に
は
、
長
い
年
月
を
経
て
も
変
わ

ら
な
い
「
不
易
」
の
部
分
と
、
直
面
す
る
現

代
社
会
に
お
け
る
課
題
解
決
と
い
う
「
流

行
」
の
部
分
が
あ
り
、
私
立
学
校
は
双
方
の

目
標
達
成
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校
が
私
立
学
校
と
し
て
持
つ
目
的
は
、

「
落
ち
こ
ぼ
し
な
く
学
力
を
伸
ば
す
」「
志

こ
こ
ろ
ざ
し

教

育
で
あ
る
女
子
教
育
を
構
築
し
実
践
す
る
」

の
二
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
校
は

６
年
前
に
こ
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
、
年
度
・
学
期
・
月
・
週
ご

と
に
目
標
設
定
を
し
、
そ
の
都
度
修
正
を
加

え
て
き
ま
し
た
。

　

以
下
の
四
つ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
本
校
が
真

摯
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
伝
わ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。「
学
力
の
伸
び
は
分
か
る

が
、女
子
教
育
と
何
が
関
係
し
て
い
る
の
？
」

と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
「
志
教
育
で
あ
る

女
子
教
育
」が
あ
っ
て
こ
そ
の
伸
び
で
あ
り
、

進
路
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
私
に
は
で
き
な
い
」「
あ
な
た
は
女
の
子

だ
か
ら
」
と
い
う
す
り
こ
み
に
囚
わ
れ
て
い

て
は
伸
び
ま
せ
ん
。
家
庭
や
学
校
・
地
域
社

会
で
、
大
人
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
決
め

つ
け
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
本
校
で

は
「
あ
な
た
の
前
に
は
”存
在
す
る
と
思
い

込
ま
さ
れ
て
き
た
壁
“
は
存
在
し
ま
せ
ん
。」

と
い
う
一
致
し
た
思
い
を
持
っ
て
、
全
教
員

が
生
徒
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
実
例
を
示
し
、
偉
大
な
る
女
性
の

先
輩
た
ち
か
ら
直
接
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
た
だ
く
機
会
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
身
近
な
先
輩
や
女
性
教
員

た
ち
を
良
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
、
社
会
で

活
躍
す
る
女
性
の
話
に
目
を
輝
か
せ
、
様
々

な
「
気
づ
き
」
を
得
て
、
自
由
に
志
高
く
自

身
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。
志
が
心

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
た
結
果
が
、
四
つ
の
グ

ラ
フ
に
現
れ
て
い
る
の
で
す
。

A
im
-A
id

に
よ
る
復
習
継
続

　
「
落
ち
こ
ぼ
し
な
く
学
力
を
伸
ば
す
」
こ

と
の
基
本
は
授
業
に
あ
り
ま
す
。
女
子
の
特

性
に
配
慮
し
、
指
導
方
法
や
授
業
展
開
を
工

夫
し
て
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
揃
え
、
個
々

の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
独
自
の
学
習
メ
ソ
ッ
ド
「
復
習
継
続

法
」
で
す
。
こ
れ
は
、
行
動
科
学
の
理
論
を

取
り
入
れ
私
が
開
発
し
た
も
の
で
、A

im
-

A
id

（
エ
イ
ム
・
エ
イ
ド
）
と
命
名
し
ま
し

た
。
ご
存
知
の
と
お
り
、aim

は
「
目
標
」、

aid

は
「
援
助
・
助
力
」
と
い
う
意
味
で
す
。

目
標
を
持
っ
て
臨
む
生
徒
た
ち
を
、
周
囲
の

大
人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
が
籠
も
っ
た
名
前
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
毎
日
、「
準
備
」「
書
き
出
し
」

「
点
検
・
学
習
」「
完
成
」「
発
展
」
の
五
つ

の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
材
・
教
具
を
取
り
出
し
、
机
上

を
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
に
整
頓
す
る

「
準
備
」
を
し
、
そ
の
日
の
授
業
を
何
も
見

ず
に
思
い
出
す
「
書
き
出
し
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
し
て
、
教
科
書
・
ノ
ー
ト
・
補
助

教
材
等
を
見
て
の
「
点
検
・
学
習
」
に
移
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
思
い
出
せ
な
か
っ
た
部

分
を
朱
書
き
で
加
筆
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
次
に
疑
問
点
の
解
決
や
暗
記
に
取
り

組
み
、
一
日
の
学
習
の
「
完
成
」
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
関
連
項
目
や

興
味
あ
る
分
野
を
調
べ
る
「
発
展
」
学
習
に

取
り
組
み
ま
す
。「
な
ぜ
」
と
い
う
疑
問
が

学
習
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

基
本
の
方
法
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、

そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
こ
ま
め
に
メ
モ
を

取
る
習
慣
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
授
業
に
お
け
る
板
書
事
項
は
、
全
体
の

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 　30
「
学
力
伸
長
」
と
「
女
子
教
育
」
で
女
子
の
可
能
性
を
広
げ
る

学
校
法
人　

東
京
聖
徳
学
園　

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校　

校
長　

長
野　

雅
弘

④進路の多様化 ［2013大学入試］
合格先の学問分野

アート＆デザイン
2.1% 看護

2.1%

理美容
2.1%

情報
1.0%

薬
1.0%

経済
1.0% 神学

1.0%
ビジネス
1.0%

動物看護
3.1%

生活科学
3.1%
経営
3.1%

医療
3.1%

法
4.2%
福祉
4.2%
心理
4.2%
管理栄養
5.2%

工
8.3%

体育・健康
9.4% 音楽

11.5%

社会・国際・政治
11.5%

文
16.7%

教育
22.9%

①中学生の成績の伸び
　（平成25年度３年生）

②高校生の成績の伸び（平成25年度
　普通科特別進学コース３年生）

③難関校への進学実績

55
↑　国公立大学合格ライン

難
関
私
立
大
学
国
公
立
大
学

3.6%

1.8%
1.8% 1.3%

2.7%

1.7%

4.3%

2.7%

3.6%

11.2%

4.7%

9.2%

10.3%

20.6%

10.3%

16.7%

8.3%
4.0%

6.1% 6.4%

15.9%

19.5%

25.0%

30.9%
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情
報
量
の
20
〜
30
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
情
報
は
口
頭
で
の

説
明
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
で
き
る

だ
け
メ
モ
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
復
習
で
き

る
範
囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
理
解
を
妨
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
低
学
年
の
生
徒
た
ち
は
手

当
た
り
次
第
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、

だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
、
ポ
イ
ン
ト
を
的
確
に
押

さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
復
習
法
」
は
、
毎
日
、
主
体
的
に
継
続

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
行
動
科
学
の
理
論

を
応
用
し
、
担
任
を
中
心
と
し
た
学
年
の
教

員
団
が
、
生
徒
た
ち
の
「
継
続
」
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。「
復
習
法
」
は
決
し
て
楽

な
学
習
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

毎
日
提
出
さ
れ
るA

im
-A
id

を
一
枚
一
枚
点

検
し
、担
任
た
ち
が
添
削
し
、励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
継
続
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

A
im
-A
id

の
フ
ァ
イ
ル
は
生
徒
個
々
の
学

習
の
軌
跡
で
あ
り
、
教
師
側
の
指
導
の
記
録

で
も
あ
り
ま
す
。「A

im
-A
id

を
終
え
な
い

と
落
ち
着
か
な
い
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る

頃
に
は
成
績
も
向
上
し
、
新
た
な
目
標
を
定

め
て
、個
別
の
学
習
に
取
り
組
み
始
め
ま
す
。

　

こ
の
「
復
習
継
続
法
」
を
、
学
年
や
生
徒

個
々
の
学
習
到
達
度
に
応
じ
て
応
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
独
自
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

基
本
は
定
め
て
い
ま
す
が
、
目
の
前
の
生
徒

た
ち
の
現
状
に
合
わ
せ
て
各
学
年
・
各
担
任

が
工
夫
し
、
独
自
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
味
し

て
い
る
の
が
強
み
で
す
。

「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」
で
自
己
の
可
能
性
を
追
求

　

22
年
度
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受

け
、
教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
「
女
性
キ
ャ

リ
ア
」
と
い
う
名
称
の
女
子
教
育
に
取
り
組

み
、「
志
教
育
で
あ
る
女
子
教
育
を
構
築
し

実
践
」
し
て
い
ま
す
。「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」

の
目
標
は
、
自
己
の
可
能
性
を
追
求
し
、
美

し
く
、
し
な
や
か
に
社
会
に
参
画
す
る
資
質

と
意
欲
を
持
っ
た
女
性
を
育
て
る
こ
と
で

す
。
幸
せ
の
形
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
生

徒
一
人
一
人
が
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」
で
は
、
各
教
科
と
連

携
し
、
一
流
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
裁
判
所
見
学
等
の
体
験
型
学
習
、
模
擬
裁

判
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
商
品
開
発
等
の

問
題
解
決
型
学
習
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む

こ
と
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
「
前
に

踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で

働
く
力
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
活
動
を
振
り
返
り
総
括
し

た
り
、
発
表
・
発
信
を
し
た
り
す
る
活
動
を

組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
女
子
の
特
性
な
の
で

し
ょ
う
か
、
生
徒
た
ち
は
お
互
い
の
活
動
報

告
や
意
見
発
表
を
よ
く
聞
き
、
自
分
自
身
の

体
験
の
深
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
小
論
文

や
レ
ポ
ー
ト
等
の
文
字
を
介
す
る
形
式
、
口

頭
で
の
発
表
、
ス
ラ
イ
ド
や
模
造
紙
を
使
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
発
表
の
形
態

も
多
彩
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
豊
富
な
経
験

を
積
み
、豊
か
な
表
現
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
間
で
見
ら
れ
る

教
育
の
質
の
向
上
は
確
か
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
教
師
の
指
導
力
と
熱

意
も
向
上
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
教
員

団
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
学
校
と
し
て
の
大
き

な
「
目
的
」
に
向
か
っ
て
、
節
目
ご
と
に
「
目

標
設
定
」
を
し
、
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
と

意
欲
的
な
改
善
提
案
を
経
た
「
修
正
」
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
教
育
活
動

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
教
員
団
が
互
い
に
有

機
的
に
つ
な
が
り
、
個
々
の
力
を
よ
り
効
果

的
に
発
揮
す
る
チ
ー
ム
と
な
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。本
校
の
教
育
活
動
は
、

全
国
の
私
立
学
校
の
み
な
ら
ず
公
立
学
校
、

地
域
や
各
行
政
機
関
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
視
察
に
訪

れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
励
み
と
な
り
、
本
校

の
教
育
活
動
は
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
育
成

　

地
球
規
模
の
気
候
変
動
や
経
済
動
向
等
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う

な
変
革
期
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
生
徒

た
ち
の
「
※
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilience

）」

を
育
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
女

性
キ
ャ
リ
ア
」
で
目
指
し
て
い
る
「
し
な
や

か
さ
」は
女
性
に
求
め
ら
れ
る
強
さ
で
あ
り
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
の
前
に
舗
装
道
路
は
作
り
ま
せ
ん
。
あ

え
て
険
し
く
、
岐
路
の
多
い
道
を
用
意
し
、

つ
ま
ず
き
転
ぶ
こ
と
も
経
験
さ
せ
ま
す
。
難

し
い
局
面
か
ら
立
ち
直
る
経
験
を
さ
せ
る
こ

と
は
、「
精
神
的
回
復
力
」「
復
元
力
」、
す

な
わ
ち
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
育
成
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
学
力
伸
長
」
と
「
女
子
教

育
」
と
い
う
二
つ
の
目
的
に
向
け
て
、
節
目

ご
と
に
目
標
を
設
定
し
、
よ
り
良
い
教
育
活

動
を
目
指
し
た
改
善
・
修
正
を
重
ね
、
生
徒

た
ち
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

※
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
…
弾
力
性
、
回
復
力

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

長
野　

雅
弘
（
な
が
の　

ま
さ
ひ
ろ
）

　

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園　

聖
徳
大

学
児
童
学
部
教
授
。
同
附
属
取
手
聖
徳

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
。

Aim-Aidに取り組む生徒

中学生による「食」についての発表
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加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
は
、
様
々
な
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
健
事
業
の
中

に
は
早
め
に
手
続
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
す
る
加
入
者
へ
の
説
明
な

ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
簡
単
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
本
誌
に
同
封
し
ま
し
た

の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務

担
当
者
コ
ー
ナ
ー
〕
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
関
係 

業
務
部 

資
格
課

　

資
格
喪
失
報
告
書
の
提
出　

　

教
職
員
が
退
職
し
た
と
き
は
「
資
格
喪
失

報
告
書
」
を
退
職
日
か
ら
10
日
以
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
か
ら
加

入
者
と
し
て
の
資
格
が
な
く
な
り
、
加
入
者

証
や
そ
の
加
入
者
の
家
族
の
加
入
者
被
扶
養

者
証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
資
格
喪

失
報
告
書
に
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者

証
を
添
付
し
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

私
学
事
業
団
か
ら
高
齢
受
給
者
証
や
認
定
証

等
が
交
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

証
も
併
せ
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
期
給
付
（
年
金
）
の
加
入
者
期

間
は
資
格
喪
失
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。
月
末
に
退
職
し
た
と
き
は
退

職
月
ま
で
、
月
途
中
で
退
職
し
た
と
き
は
、

退
職
月
の
前
月
ま
で
が
加
入
者
期
間
に
な
り

ま
す
。

【
75
歳
以
上
の
教
職
員
等
が
退
職
し
た
と
き
】

　

75
歳
に
到
達
（
65
歳
以
上
の
広
域
連
合
の

障
害
認
定
を
受
け
た
場
合
を
含
み
ま
す
）し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
、

長
期
給
付
・
短
期
給
付
と
も
に
私
学
共
済
制

度
の
適
用
か
ら
外
れ
る
た
め
、
掛
金
の
対
象

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
在
職
中
は

加
入
者
と
し
て
給
与
等
の
報
告
や
、
退
職
し

た
と
き
は
資
格
喪
失
報
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
の
交
付　

　

70
歳
未
満
の
加
入
者
が
資
格
喪
失
す
る
と

確
認
通
知
書
と
「
長
期
給
付
加
入
者
記
録

票
」
を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
長
期
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、
将

来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入
者

番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
の
申
し
出　

【
加
入
の
要
件
】

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日
以
上

の
加
入
者
期
間
が
あ
る
人

　

た
だ
し
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者
で

あ
っ
た
期
間
は
通
算
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
で
き
る
給
付
等
】

　

任
意
継
続
加
入
者
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

次
の
給
付
や
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
保
険
診
療
な
ど
の
短
期
給
付

　

 

た
だ
し
、
傷
病
手
当
金
な
ど
の
休
業
給
付

は
任
意
継
続
加
入
者
と
し
て
受
給
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
傷
病
手
当
金
や
出

産
手
当
金
の
喪
失
後
の
給
付
（
後
段
の
短

期
給
付
の
項
を
参
照
）
を
期
間
中
に
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

・
貸
付
け
や
貯
金
等
を
除
い
た
福
祉
事
業

※ 

長
期
給
付
（
年
金
）
は
継
続
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
等

へ
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
期
間
】

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
の
は
、
最
長

で
２
年
間
で
す
。
た
だ
し
、
加
入
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
と
き
は
資
格

喪
失
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
年
経
過

前
に
75
歳
を
迎
え
る
人
の
加
入
者
証
等
は
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
の
有
効
期
限
に

な
り
ま
す
。

【
申
し
出
手
続
き
】

　

退
職
者
が
要
件
に
該
当
し
任
意
継
続
を
希

望
す
る
場
合
は
「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用

資
格
喪
失
報
告
書
」
を
退
職
日
か
ら
20
日
以

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
加
入
者

の
住
所
宛
て
に
「
任
意
継
続
加
入
者
証
（
加

入
者
被
扶
養
者
証
）」
や
「
任
意
継
続
掛
金

納
付
通
知
書
」、「
任
意
継
続
加
入
者
の
し
お

り
」
等
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
付
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
ら
直
ち
に
掛

金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
期
限
ま
で

の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
と
、
任
意
継
続
加

入
者
の
資
格
を
喪
失
又
は
資
格
取
得
が
取
り

消
し
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

短
期
給
付
関
係 

業
務
部 

短
期
給
付
課

　

退
職
後
、
本
人
と
し
て
他
の
健
康
保
険
制

度
（
国
民
健
康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
加
入

し
た
と
き
を
除
き
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格

喪
失
後
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
産
費　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
資
格
喪
失
後
６
か
月
以
内
に

出
産
し
た
と
き
は
、
出
産
費
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

① 

資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

② 

資
格
喪
失
後
、
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出
産
育
児

一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共
済
制
度

の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け
る
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

※ 「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
と
き
は
、

「
私
学
事
業
団
か
ら
資
格
喪
失
後
の
出
産

費
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書

を
医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
証
明
書
は
本
人
が
文
書
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
受
取
代
理
制
度
」
を
利
用
す
る
と
き
は
、

出
産
予
定
日
の
２
か
月
前
以
降
に
「
出
産

費
申
請
書
（
受
取
代
理
用
）」
で
申
請
し

退
職
時
の
手
続
き

―
資
格
・
短
期
給
付
・
長
期
給
付
・
保
健
事
業
・
貸
付
け
―
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て
く
だ
さ
い
。

出
産
祝
品 

【
保
健
課
】

　

私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の

出
産
費
を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す

る
場
合
は
、
出
産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
（
申
し
出
は
不
要
で
す
）。

　

出
産
手
当
金　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
時
に
出
産
手
当
金
を

受
給
し
て
い
た
と
き
は
、
出
産
日
後
56
日
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
日
ま
で
は
給
付
額
以
上
の
給

与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
出
産
日
後
56
日

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
職
中
は
休
業
せ
ず
退
職
日
ま

で
勤
務
し
て
い
た
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

傷
病
手
当
金　

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
後
も
労
働
能
力
が
な

く
療
養
し
て
い
る
状
態
が
継
続
し
て
い
る
場

合
は
、
支
給
期
間
１
年
６
か
月
を
限
度
と
し

て
傷
病
手
当
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

① 

退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
と

き
は
、
継
続
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

② 

在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
給
付
額
以
上
の
給
与

が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
傷
病
手
当
金
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る

た
め
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
傷

病
手
当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
障
害
給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）

及
び
退
職
・
老
齢
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
日
額
が
傷

病
手
当
金
の
日
額
を
下
回
る
と
き
は
、
そ
の

差
額
が
傷
病
手
当
金
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

埋
葬
料　

　

加
入
者
が
退
職
後
３
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
と
き
は
、
埋
葬
料
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

長
期
給
付
関
係 

年
金
部 

年
金
第
一
課

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

①
加
入
者
期
間
が
１
年
以
上
の
人

　

昭
和
28
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

は
、
60
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共
済
年
金

の
受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

は
、
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
（
平
成
26
年
版
「
事
務
の
手
引
」

４
２
５
頁
参
照
）。

②
加
入
者
期
間
が
１
年
未
満
の
人

　

65
歳
に
な
っ
た
と
き
に
退
職
共
済
年
金
の

受
給
権
が
生
じ
ま
す
。

③
請
求
手
続
き

　

受
給
権
が
生
じ
る
２
〜
３
か
月
前
に
、
請

求
手
続
き
に
関
す
る
案
内
を
本
人
宛
て
に
送

付
し
ま
す
。
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
共

済
事
業
本
部
又
は
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
東

京
・
京
都
を
除
き
ま
す
）
の
共
済
業
務
課
に

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
在
職
中
に
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
が

生
じ
る
人
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
等
宛
て

に
請
求
手
続
き
の
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
未
請
求
の
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
）

※ 

退
職
共
済
年
金
の
受
給
要
件
と
し
て
、
公

的
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
合
計
で
25
年

以
上
必
要
で
す
。

退
職
共
済
年
金
の
決
定
を
受
け
て

い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

　

資
格
喪
失
を
確
認
後
、「
退
職
共
済
年
金
改

定
請
求
書
（
退
職
用
）」
を
年
金
者
宛
て
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
学
校
法
人
等
を
経
由
せ
ず
、

共
済
事
業
本
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
退

職
後
１
か
月
以
内
に
再
び
私
学
共
済
制
度
の

加
入
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
提
出
不
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
「
支
給
繰
下
げ
」

を
希
望
し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
、
こ
の
請

求
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
繰
下
げ
を

希
望
し
た
人
が
年
金
を
受
給
し
た
い
と
き
は
、

繰
下
げ
希
望
時
に
送
付
し
た
「
退
職
共
済
年

金
支
給
繰
下
げ
申
出
書
（
繰
下
げ
請
求
書
）」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
た
翌
月
分

の
年
金
か
ら
支
給
を
開
始
し
ま
す
。

【
65
歳
未
満
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
を
申

し
込
ん
だ
場
合
】

　

65
歳
未
満
の
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者

が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申
し
込
み
を
し

た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
共

済
事
業
本
部
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

【
他
の
被
用
者
年
金
制
度
等
に
加
入
の
場
合
】

　

退
職
共
済
年
金
・
障
害
共
済
年
金
の
受
給

権
者
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
等
に

な
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、

共
済
事
業
本
部
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

【
70
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際
に
退

職
し
た
場
合
】

　

退
職
改
定
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
資
格
喪
失
を
確
認
後
、
自
動
的
に
在
職

中
の
停
止
を
解
除
し
、
本
人
宛
て
に
通
知
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
届
け
出

　

退
職
し
た
加
入
者
本
人
又
は
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
配
偶
者
が
、
60
歳
未
満
で
、
無
職
又

は
自
営
業
と
な
る
と
き
は
、
市
区
町
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
に
「
種
別
変
更
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
健
事
業
関
係 

福
祉
部 

保
健
課

　

積
立
貯
金
の
解
約

　

送
金
を
希
望
す
る
月
の
前
月
25
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
経
て
「
積
立
貯
金

解
約
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
解
約
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求

の
消
滅
時
効
は
10
年
で
す
。

　

積
立
共
済
年
金
の
脱
退

　

退
職
す
る
月
の
前
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
学
校
法
人
等
を
経
て
「
積
立
共
済
年
金
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脱
退
申
出
書
」
と
「
積
立
共
済
年
金
給
付
金

請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

▼
給
付
コ
ー
ス
の
選
択

　

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）
を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
と
き
に

は
、
年
金
・
一
時
金
・
終
身
保
険
・
医
療
保

険
の
各
コ
ー
ス
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
と
な
り
ま
す
。

【
５
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 

２
月
25
日
ま
で
に
脱
退
申
出
書
と
給

付
金
請
求
書
を
提
出

　

 （
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
掛
金
の
払

い
込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
１
月
23

日
が
申
し
出
の
締
め
切
り
で
す
）

② 

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
選

択
し
た
コ
ー
ス
の
給
付
を
５
月
か
ら

開
始

【
一
時
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 

２
月
25
日
ま
で
に
脱
退
申
出
書
と
給

付
金
請
求
書
を
提
出

② 

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
３

月
下
旬
に
積
立
金
残
高
を
脱
退
一
時

金
と
し
て
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

　

な
お
、年
金
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
場
合
は
、

10
年
を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
権
の
取

得
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

積
立
満
了
・
中
途
脱
退
の
場
合
の
年
金
・

一
時
金
請
求
に
は
、
給
付
金
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
印
鑑
証
明
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。
ス

タ
ン
プ
印
以
外
の
印
鑑
を
押
印
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

夫
婦
終
身
年
金
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

戸
籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

共
済
定
期
保
険
の
脱
退

　

３
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
保
障
を

希
望
し
な
い
と
き
は
、３
月
末
日
ま
で
に「
退

職
脱
退
申
出
書
」
を
学
校
法
人
等
を
経
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
済
み
前
期
分
の
保

険
料
は
６
月
中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金
し

ま
す
。

　

な
お
、
脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
資
格
喪
失
後
も
９
月
ま
で
の
期
間

に
限
り
保
障
の
対
象
と
し
、
保
険
料
は
返
金

し
ま
せ
ん
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
「
退
職
後
保
障
プ
ラ
ン
」
に
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
７
１
６
）
２
６
７

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
給
付
請
求
の
時
効

　

積
立
共
済
年
金
・
共
済
定
期
保
険
の
給
付

請
求
の
時
効
は
３
年
で
す
。

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

　

退
職
す
る
と
き
の
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
８
４
４
）
０
２
２

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

貸
付
関
係 

福
祉
部 

貸
付
課

　

貸
付
け
は
、
学
校
法
人
等
を
退
職
す
る
こ

と
に
よ
り
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

即
時
に
全
額
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
学
校
法
人
等
を
通
じ
て
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
在
職
中
に

全
額
を
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
資
格
喪
失
の
確
認
後
に
即
時
償
還
を
す
る
場
合
】

　

学
校
法
人
等
が
提
出
し
た
「
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
本
事
業
団
が
確
認
す
る
と
自
動
的

に
即
時
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

　

通
常
は
資
格
喪
失
処
理
前
に
定
期
償
還
の

決
定
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
退
職
後
の

定
期
償
還
が
発
生
し
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
60
日
後
が
償

還
期
限
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
と
払
込
日
ま

で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

　

原
則
、
３
枚
の
払
込
取
扱
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
即
時
償
還
通
知
書
を
確
認
し
、
払

込
日
に
応
じ
た
払
込
取
扱
票
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
資
格
喪
失
の
事
前
受
付
と
即
時
償
還

　

年
度
末
に
実
施
し
て
い
る
事
前
受
付
で
資

格
喪
失
を
手
続
き
し
た
場
合
、
４
月
の
定
期

償
還
を
決
定
す
る
前
に
資
格
喪
失
が
確
認
で

き
る
た
め
、
３
月
が
最
終
定
期
償
還
に
な
り

ま
す
（
事
前
受
付
に
つ
い
て
は
、
２
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
）。

【
在
職
中
に
任
意
償
還
を
す
る
場
合
】

　

毎
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
「
貸
付
金
任

意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
」
で
申
し

出
る
と
、
任
意
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

　

任
意
償
還
申
出
書
の
提
出
期
限
日
の
翌
月

の
定
期
償
還
は
発
生
せ
ず
、
当
月
の
定
期
償

還
が
最
終
に
な
り
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

最
終
定
期
償
還
の
償
還
期
限
と
同
日
で
す

（
例
え
ば
、
貸
付
日
２
日
の
借
受
人
が
、
３
月

13
日
ま
で
に
任
意
償
還
の
申
し
出
を
し
た
場

合
、
４
月
１
日
が
償
還
期
限
と
な
り
ま
す
）。

③
任
意
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
に
な
り
ま

す
が
、
半
年
払
償
還
を
併
用
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
直
近
の
半
年
払
の
償
還
月
か
ら
払

込
日
ま
で
の
経
過
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）
を
過
ぎ

て
払
い
込
ん
だ
場
合
、
後
日
、
学
校
法
人
等

を
通
じ
て
不
足
利
息
を
請
求
し
ま
す
。

※
即
時
償
還
額
又
は
、
任
意
償
還
額
を
事
前

に
確
認
し
た
い
場
合
は
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
任

意
償
還
（
全
額
）・
即
時
償
還
の
試
算
〕
で

試
算
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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開催期間　２月10日（火）～３月５日（木）各地で開催

開催地 会場及び所在地 開催日

東京
※

文京区湯島1-7-5
東京ガーデンパレス 2階「高千穂」

2/16（月）

2/17（火）

2/18（水）

横浜
※

横浜市中区山下町3-1
神奈川県民ホール　大会議室

2/16（月）

2/19（木）

厚木 厚木市栄町1丁目16番15号
厚木商工会議所　大会議室 2/12（木）

新潟 新潟市中央区幸西3-3-1
新潟会館　3階「ぼたん」 2/18（水）

長岡 長岡市大手通1-4-10　アオーレ長岡西棟3階
ながおか市民協働センター　協働ルーム1・2・3 2/19（木）

富山 富山市新総曲輪2-21
富山県農協会館　801号室 2/19（木）

金沢 金沢市鞍月2丁目1番地
石川県地場産業振興センター　本館第4研修室 2/18（水）

福井 福井市手寄1丁目4-1　AOSSA6階
福井市地域交流プラザ 研修室607 2/17（火）

甲府 甲府市丸の内1-5-4
恩賜林記念館　大会議室 2/13（金）

長野 長野市中御所岡田131-4
ホテル信濃路　「飯綱」 2/25（水）

松本 松本市中央1-23-1
松本商工会館　301会議室 2/26（木）

岐阜 岐阜市藪田南1-11-12
岐阜県水産会館　大会議室 2/25（水）

静岡 静岡市葵区鷹匠3-6-1
もくせい会館　富士ホール 3/ 4（水）

浜松 浜松市中区城北1-8-1
浜松市勤労会館「Uホール」　23会議室 3/ 3（火）

沼津 沼津市米山町6-5
沼津商工会議所　4階大会議室E 3/ 5（木）

名古屋 名古屋市中区錦3-11-13
名古屋ガーデンパレス　3階「栄・泉」 2/24（火）

津 津市栄町1丁目891番地
三重県吉田山会館第206会議室 2/26（木）

大津 大津市におの浜1-1-20
ピアザ淡海県民交流センター　2階203号室 3/ 4（水）

京都 京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605
京都ガーデンパレス　2階「葵」 3/ 5（木）

大阪 大阪市淀川区西宮原1-3-35
大阪ガーデンパレス　2階「桜・桐」 2/17（火）

神戸 神戸市中央区北長狭通4-3-13
兵庫県私学会館 3/ 3（火）

奈良 奈良市登大路町36-2
奈良商工会議所　4階中ホール 2/19（木）

和歌山 和歌山市小松原通1-1
和歌山県民文化会館　特別会議室B 2/18（水）

開催地 会場及び所在地 開催日

倉吉 倉吉市駄経寺町212-5
倉吉未来中心　2階セミナールーム1 3/ 3（火）

松江 松江市朝日町478-18
松江テルサ　研修室1 3/ 4（水）

益田 益田市あけぼの東町2-1
マスダセントラルホテル 3/ 5（木）

岡山 岡山市北区下石井2-6-41
ピュアリティまきび（公立学校共済組合岡山宿泊所） 2/19（木）

広島 広島市東区光町1-15-21
広島ガーデンパレス　2階「錦」 2/17（火）

福山 福山市三吉町1-1-1
東部総務事務所 第3庁舎8階 第381会議室 2/18（水）

山口 山口市湯田温泉3-1-1
翠山荘（地方職員共済組合湯田保養所） 2/25（水）

周南 周南市岐山通1-4
周南市市民会館　大会議室 2/26（木）

徳島 徳島市山城町東浜傍示1　アスティとくしま内
ときわプラザ（男女共同参画交流センターフレアとくしま）研修室1 2/25（水）

高松 高松市番町1-10-35
香川県社会福祉総合センター　7階第2中会議室 2/26（木）

松山 松山市北持田町139-2
愛媛県生活文化センター　第1研修室 3/ 5（木）

高知 高知市本町5-3-20
高知共済会館 COMMUNITY SQUARE　3階中会議室「藤」 3/ 3（火）

福岡 福岡市中央区天神4-8-15
福岡ガーデンパレス　1階「ガーデンホール」 3/ 3（火）

久留米 久留米市東町272-4
久留米学園高等学校 3/ 4（水）

北九州 北九州市小倉北区大門1-5-1
西日本工業大学小倉キャンパス　大学院・地域連携センター401教室 3/ 5（木）

佐賀 佐賀市日の出一丁目21-10
佐賀市民文化会館 2/19（木）

長崎 長崎市桜町9-6
長崎県勤労福祉会館　第2・3会議室 2/17（火）

佐世保 佐世保市三浦町2-3
アルカスSASEBO　大会議室B 2/18（水）

熊本 熊本市中央区水前寺1丁目33-18
水前寺共済会館　1階「芙蓉」 2/26（木）

大分 大分市金池町3丁目1-64
大分県中小企業会館　大会議室 3/ 5（木）

宮崎 宮崎市瀬頭2丁目4-5
宮崎県市町村職員共済組合　ひまわり荘　大会議室（霧島） 3/ 3（火）

鹿児島 鹿児島市鴨池新町7-4
鹿児島県市町村自治会館　401号室 2/25（水）

那覇 那覇市旭町7番地
サザンプラザ海邦 2/25（水）

宮古 宮古島市平良字下里156-1
みつば幼稚園 2/26（木）
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平成26年度　第２回　私学共済事務担当者連絡会
　平成26年度第２回私学共済事務担当者連絡会を次のとおり
開催します。
　連絡会は、事務担当者の皆さんに最新の情報をお知らせす
ることを目的としていますので、ぜひご出席ください。
　また、日頃の業務に関するご質問等も受け付けています。

●開催内容
１　平成27年９月までの掛金率
２　平成27年10月から28年３月までの掛金等の率
３　長期給付財政再計算の結果について
４　平成27年10月からの掛金等の事務について
５　各業務からのお知らせ
　１）　資格関係
　　　⑴ 　資格取得・資格喪失報告書等の事前受付
　　　⑵ 　資格取得報告書への基礎年金番号の記入
　　　⑶ 　被扶養者再審査の結果報告の送付
　　　⑷ 　国民年金第３号被保険者のローマ字氏名登録
　２）　掛金関係
　　　⑴ 　掛金・児童手当拠出金に係る延滞金の割合の変更

について
　　　⑵ 　賞与掛金早見表の送付の廃止について
　３）　短期給付関係
　　　⑴ 　高額療養費の自己負担額限度額と「限度額適用認

定証」等の適用区分及び「限度額適用認定証」の有
効期間の変更について

　　　⑵ 　出産費及び家族出産費の支給額の変更について
　４）　保健関係
　　　⑴ 　特定健康診査・特定保健指導
　　　⑵ 　３月末退職に伴う手続き（共済定期保険、積立共

済年金、アイリスプラン）
　　　⑶ 　任意継続加入者となった場合（共済定期保険、積

立共済年金、アイリスプラン）
　　　⑷ 　メンタルヘルス等相談サービス事業について
　　　⑸ 　積立貯金利率の変更について
　５）　貸付関係
　　　 　退職時の未償還金に係る退職手当等からの控除につ

いて
　６）　広報関係
　　　⑴ 　私学共済ホームページをご利用ください
　　　⑵ 　「退職者向けリーフレット」を送ります
　　　⑶ 　「共済だより　レター」の配付にご協力ください
●開催時間
　　午後１時30分～５時
　　ご出席にあたっての事前のお申し込みは必要ありません。
●出席カードの記入
　 　連絡会当日は、出席カード（会場で配付するテキストに
ついています）を記入していただきますので、必ず学校記
号番号を確認のうえご出席ください。

広報相談センター 相談班

開催地 会場及び所在地 開催日

札幌 札幌市中央区北1条西6
札幌ガーデンパレス　2階「孔雀・白鳥（2）」 2/24（火）

函館 函館市若松町7-15
函館商工会議所　函館経済センター　第2会議室 2/26（木）

旭川 旭川市6条通9丁目
旭川グランドホテル　6階オーク 2/18（水）

北見 北見市北3条東1丁目
北見商工会議所　北見経済センター　2の1会議室 2/19（木）

帯広 帯広市西3条南9丁目1
帯広商工会議所　帯広経済センター　6階研修室 3/ 4（水）

釧路 釧路市幣舞町4番28号
釧路市生涯学習センター　学習室703 3/ 5（木）

青森 青森市安方1-1-40
青森県観光物産館「アスパム」　6階 ｢岩木｣ 2/18（水）

八戸 八戸市一番町1-9-22
八戸地域地場産業振興センター「ユートリー」4階研修室 2/19（木）

盛岡 盛岡市内丸11-2
岩手県公会堂　21号室 2/19（木）

一関 一関市大手町3-40
岩手日報一関ビル　2階 2/18（水）

仙台 仙台市宮城野区榴岡4-1-5
仙台ガーデンパレス　2階「鳳凰」 2/17（火）

秋田 秋田市山王5-9-6
ふきみ会館　3階「鳳凰の間」 2/24（火）

山形 山形市松波4-6-11
私学会館 2/26（木）

酒田 酒田市浜田1-3-47
天真学園高等学校 2/25（水）

福島 福島市上町4-25
福島テルサ 研修室「しのぶ」 3/ 3（火）

郡山 郡山市熱海町熱海2丁目148番地の2
郡山ユラックス熱海　第4小会議室 3/ 4（水）

いわき いわき市平字田町120番地
いわき産業創造館　セミナー室Ａ 3/ 5（木）

水戸 水戸市千波町東久保697
茨城県立県民文化センター　集会室1・2・3号 2/12（木）

宇都宮 宇都宮市昭和1-3-6
ニューみくら 2/13（金）

前橋 前橋市野中町361-2
（公財）群馬県勤労福祉センター　第1・2会議室 2/20（金）

さいたま さいたま市浦和区岸町7-5-19
（一財）全電通埼玉会館あけぼのビル501会議室 2/10（火）

川越 川越市脇田本町15-13
東上パールビルヂング　第1会議室 2/12（木）

千葉 千葉市中央区中央4-13-10
千葉県教育会館　新館501会議室 2/12（木）

柏 柏市南柏中央6-1
ウインズ南柏 2/13（金）

●会場・開催日一覧

※連絡会を２回以上開催する開催地
開催地 開催日 対 象 学 種

東京
2/16（月） 大学、短期大学、高専、専修学校
2/17（火） 高等学校、中学校、小学校
2/18（水） 幼稚園、特別支援学校、各種学校

横浜 2/16（月） 幼稚園を除く全学種
2/19（木） 幼稚園

　対象の学種の日又は開催会場に出席できない場合は、ご都合に合わせて
他の学種の日又は他の会場にご出席ください。



共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

２日（月）
掛金  12月分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  １月分定期償還期限
10日（火） 貯金  払込期限（必着）
13日（金） 貸付  ３月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール２２

５日（月）
掛金  11月分納期限
貸付  送金

６日（火） 貸付  12月分定期償還期限
９日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（木） 貸付  ２月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（火） 貯金  送金
22日（木） 貸付  送金

23日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

28日（水）
掛金  12月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  １月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（金） 貸付  ２月23日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール１１

確定申告用の書類を送付します

１　住宅貸付の借受者
　平成26年に住宅貸付を借り受けた人や、26年中に自己
の居住の用に供した人の「住宅取得資金に係る借入金の
年末残高証明書」を、１月中旬に学校法人等宛てに送付
します。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等特
別控除を受けるために必要となります。
　なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」
の提出がないと発行されませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※ 25年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の用
に供していた借受者の残高証明書は、年末調整用とし
て、昨年10月17日に学校法人等宛てに発送しています。
　 　また、年末調整用の残高証明書を発行した後に、任
意償還等により年末残高や償還回数に異動が生じた人
には、異動後の残高証明書を１月中旬に学校法人等宛
てに送付します。 【福祉部　貸付課】
２　任意継続加入者
　平成26年分任意継続掛金の納付が昨年10月20日までに
確認されている人には、「平成26年分任意継続掛金納付
証明書」を10月24日に発送しましたが、それ以降に初め
て当該年分の掛金納付が確認された人には、「納付証明
書」を１月下旬に送付します。 【業務部　掛金課】
３　年金受給権者
　退職共済年金、退職年金、減額退職年金、通算退職年
金、恩退年金は所得税法上、課税の対象となりますので、
これらの年金を受給している人には、「平成26年分公的
年金等の源泉徴収票」を１月中旬に送付します。
　なお、在職中などで平成26年中に年金の支払いがな
かった人へは送付しません。 【年金部　年金第二課】

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します

　平成27年１月下旬に「給付金等送金記録のお知らせ」
（26年７月～12月までに学校法人等へ送金した短期給付
金等の内容）を加入者住所宛てに送付する予定です。
 【業務部　短期給付課】

退職者向けリーフレットを送付します

　退職の際の私学共済に関する様々な手続きをまとめた
リーフレット〔27年１月発行〕を作成しました。本誌に
同封して送付しますので、退職を予定している加入者へ
の説明等にご活用ください。
 【広報相談センター　広報班】

掛金・児童手当拠出金にかかる
延滞金の軽減措置

　「政府管掌年金事業等の運営の改善のための国民年金
法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第64号）の
施行により、私立学校教職員共済法が改正され、平成27
年１月１日以後の期間について掛金・児童手当拠出金に
かかる延滞金の軽減率が引き下げになりました。
　詳しくは、私学共済ホームページ又は納付通知書の裏
面に記載する注意事項をご覧ください。 【業務部　掛金課】

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします

　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひご加入ください。
 【福祉部　貸付課】

貸付けの申込締め切り日に
ご注意ください

　２月23日（月）送金分は１月30日（金）が申込締め切り
日となります。締め切り日（毎月15日・月末）が土・日・
祝日のときは繰り上がりますのでご注意ください。
 【福祉部　貸付課】
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）



掲載号 掲載法人 タイトル

５月号
（VOL.197）

学校法人　武蔵野東学園

６月号
（VOL.198）

学校法人　渡辺学園
子どもが生き生きと過ごし、保護者も参加し
たくなる園舎や保育で、幼稚園の魅力づくり

７月号
（VOL.199）

学校法人　愛知学院
「地域の未来」に貢献する大学を目指し、
教育改革を実行し続ける

11月号
（VOL.203）

学校法人　川村学園
21世紀を輝いて生きる女性を育成する
６か年計画の『総合的な学習の時間』

12月号
（VOL.204）

学校法人　福岡工業大学 キャリアプランニング支援で魅力創り

健常児と自閉症児の「混合教育」
をより推進するために

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
助成業務

会計処理のご質問・ご相談等を
承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問、ご相談を承って
います。ぜひご利用ください。

平成26年度版「今日の私学財政」
（大学・短期大学編）を送付します

　平成26年度学校法人基礎調査にご協力いただいた大
学・短期大学を設置する学校法人を対象に、平成26年度
版「今日の私学財政」（大学・短期大学編）を１月にお
送りする予定です。
　財務分析など学校経営の参考としてご活用ください。

「私学情報資料室」のご案内

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では、
大学・短期大学法人の規程集、自己点検・評価報告書、
学校案内など私立学校にかかる資料を学校法人のご協力
のもと収集し、本事業団の経営相談業務に活用させてい
ただいております。
　また、学校法人の業務改善を目的として、各学校法人
の相互利用の観点から、学校法人関係者を対象に閲覧に
供しています。制度等の見直し・検討等の際にご活用く
ださい。

 【私学経営情報センター　私学情報室】　　
☎03（3230）7838・7846・7847
Ｅメール　center@shigaku.go.jp

「魅力あふれる学校づくりを目指して」の記事募集
　「月報私学」では、標記の特集記事を募集しています。学校で取り組んでいる様々な改革事例を投稿して
くださる方をお待ちしています。
　大学のみならず専修学校や幼稚園の改革事例も募集していますので、詳しくは私学事業団ホームページ
〔広報誌・刊行物一覧▶月報私学▶特集記事募集〕をご覧ください。また、過去に掲載した記事の一覧を、「連
載記事のアーカイブ」としてまとめて掲載していますので、そちらもご参考にしてください。
　なお、投稿の際は、学内の許可を得てく
ださい。
　皆様からのご応募お待ちしています。

〒102-8145　

東京都千代田区富士見1-10-12

　日本私立学校振興・共済事業団　企画室

　☎03（3230）7811・7822

　Eメール　kikaku@shigaku.go.jp
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（082（262）1123〈フロント直通〉）
夕食会場「半べえ」夕食（イメージ） 日本料理「ひろ里」 半べえ温泉（入浴券付）

広島ガーデンパレス（外観）
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月報私学　1月号（VOL. 205）平成27年1月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7811・7822（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設の ご 案 内

融資事業のご案内融資事業の ご 案 内

私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
h t t p : / / w w w . s h i g a k u k y o s a i . j p /

問 い 合わせ先
（私学振興事業本部）ご相談はお早目にどうぞ

平成27年度融資のご相談、お待ちしています！

　私学事業団融資は、長期借入・固定金利・
元金据置（最大２年間）・元金均等償還です。

　施設整備をご計画の際は「安心で、安定
感のある」本事業団資金のご利用を検討さ
れてはいかがでしょうか。
　27年度融資のご希望については、２月
下旬から３月上旬頃に照会予定です。

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

融資部　融資課　☎03（3230）7861～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

■融資金利表（平成27年１月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校（園）舎、体育館、講堂、遊戯室

等の建築事業等並びに校（園）地の
買収事業等

年％ 年％ 年％

1.0 0.6 0.5
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミナー

ハウス等の建築事業並びに当該施
設建築のための土地買収事業等

1.1 0.7 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専修学

校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.4
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 0.6 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

HOTEL, BANQUET& RESTAURANT 〒732-0052　広島市東区光町1-15-21　（JR・新幹線「広島」駅新幹線口から徒歩5分）
☎082（262）1122（代表）　
http://www.hotelgp-hiroshima.com/


